
（２）�広報� No.665　平成18年4月10日�（１７）� No.665　平成18年4月10日�広報�

安全・快適な歩道づくり（歩道段差解消事業）�

�「税金を　みんながおさめて　つくる未来」八條中学校2年・小川由加さん、「支えよう　みんなの幸せ　税金で」八幡中学校1年・荒川歩美さん、「築こうよ�
　住みよいまちを　税金で」潮止中学校3年・青山琴美さん（平成17年度税に関する標語・埼玉県越谷県税事務所長賞）�
　税金の納付には、安全・確実・便利な口座振替を。�

　
平
成
18
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
予
算
な
ど
が
、
平
成
18
年
第
1
回
市
議

会
定
例
会（
2
月
28
日
〜
3
月
20
日
）に
提

出
さ
れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
号
で
は
、
施
政
方
針
と
平
成
18
年
度

予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

�

施
政
方
針
（
抜
粋
）�

�

　
市
の
長
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
、
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
多
く
の
関
係
者
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
り
昨
年

８
月
に
開
業
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
は
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

そ
し
て
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
鉄
道
と
な

る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
育

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
八
潮
駅
の
周
辺
に
お
い
て
は
、
北
口
交

通
広
場
を
中
心
と
し
て
店
舗
、
事
務
所
、

共
同
住
宅
な
ど
の
建
築
が
始
ま
り
、
さ
ら

に
、
北
口
共
同
利
用
街
区
に
お
い
て
は
、

商
業
施
設
や
市
の
行
政
施
設
を
含
む
住
宅

棟
の
整
備
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
八
潮
駅
」

の
開
業
に
伴
い
、
沿
線
自
治
体
間
で
住
民

満
足
度
の
向
上
の
た
め
の
施
策
を
競
い
合

う
、
新
た
な
都
市
間
競
争
が
始
ま
っ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
今
後
も
引
き
続
き
、
本
市
の
持
っ
て
い

る
資
源
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、「
こ
れ

だ
け
は
他
の
自
治
体
に
負
け
な
い
」
と
い

う
も
の
を
創
出
し
、「
品
格
と
活
力
の
あ

る
八
潮
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
と
も
に
歩

み
な
が
ら
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

　
さ
て
、
現
下
の
我
が
国
の
社
会
経
済
を

み
ま
す
と
、
平
成
１７
年
度
版
経
済
財
政
白

書
で
は
、
所
得
環
境
の
改
善
に
よ
り
、
バ

ブ
ル
経
済
崩
壊
の
長
期
に
わ
た
る
景
気
低

迷
を
抜
け
出
し
た
と
し
て
い
る
も
の
の
、

原
油
高
の
長
期
化
な
ど
の
不
安
要
因
も
あ

り
、
依
然
と
し
て
不
透
明
な
も
の
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
本
市
の
行
財
政
に
つ
い
て
も
、
三
位
一

体
改
革
な
ど
様
々
な
制
度
改
革
が
推
し
進

め
ら
れ
て
い
る
中
、
平
成
１７
年
度
に
お
い

て
は
、
普
通
交
付
税
が
不
交
付
と
な
る
な

ど
、
引
き
続
き
非
常
に
難
し
い
運
営
を
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
市
政
の
重

要
課
題
に
積
極
的
か
つ
適
切
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

平
成
１８
年
度
予
算�

�

　
主
な
施
策
に
つ
い
て
、
６
つ
の
分
野
に

整
理
し
説
明
し
ま
す
。�

�【
１ 

か
い
て
き
】�

　
新
時
代
を
支
え
る
都
市
の
形
成�

●
バ
ス
利
用
動
向
調
査�

　
駅
開
業
後
の
交
通
利
用
動
向
を
把
握
す

る
た
め
、
バ
ス
利
用
動
向
を
調
査
し
ま
す
。�

●
景
観
計
画
策
定�

　
良
好
な
景
観
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
、
具
体
的
な
基
準
と
な
る
景
観

計
画
を
策
定
し
ま
す
。�

●
南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
負
担
金�

　
鉄
道
周
辺
の
南
部
３
地
区
で
行
わ
れ
て

い
る
区
画
整
理
事
業
の
推
進
の
た
め
、
負

担
金
を
支
出
し
ま
す
。�

�【
２ 

や
す
ら
ぎ
】�

　
心
や
す
ら
ぐ
安
全
な
生
活
環
境
の
形
成�

●
駅
前
行
政
施
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備�

　
駅
前
行
政
施
設
で
住
民
票
発
行
な
ど
の

業
務
を
行
う
た
め
、
市
役
所
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
整
備
し
ま
す
。�

●
八
都
県
市
合
同
防
災
訓
練�

　
埼
玉
県
や
東
京
都
な
ど
首
都
圏
の
八
都

県
市
が
合
同
で
行
っ
て
い
る
、
防
災
訓
練

の
埼
玉
県
会
場
を
八
潮
市
で
実
施
し
ま
す
。�

●
粗
大
ご
み
日
曜
日
収
集
・
選
別
業
務�

　
粗
大
ご
み
の
日
曜
日
収
集
・
選
別
業
務

を
月
２
回
実
施
し
ま
す
。�

�【
３ 

ふ
れ
あ
い
】�

　
明
る
く
生
き
が
い
に
み
ち
た
社
会
の
形
成�

●
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置�

　
障
害
の
あ
る
方
の
自
立
や
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
就
労
に
関
す
る
情
報
提

供
や
相
談
業
務
を
行
い
、
求
職
活
動
を
支

援
し
ま
す
。�

●
児
童
手
当
の
支
給�

　
児
童
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、
支
給
対

象
を
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
第
３
学
年
修

了
前
か
ら
小
学
校
第
６
学
年
修
了
前
ま
で

の
児
童
を
養
育
す
る
方
に
拡
大
し
ま
す
。�

●
保
育
事
業
の
委
託�

　
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
た
め
、
私
立

保
育
所
に
対
し
、保
育
事
業
を
委
託
し
ま
す
。�

�【
４ 

ち
か
ら
】�

　
活
気
あ
ふ
れ
る
産
業
の
形
成�

●
農
業
近
代
化
施
設
導
入
事
業
補
助�

　
温
室
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
施
設
の

設
置
や
、
張
り
替
え
に
か
か
わ
る
経
費
に

対
す
る
補
助
制
度
を
充
実
し
ま
す
。�

●
地
産
地
消
推
進
協
議
会
補
助�

　
地
元
農
産
物
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し

て
、
駅
周
辺
な
ど
で
直
売
を
行
う
協
議
会

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。�

●
さ
く
ら
カ
ー
ド
支
援
事
業
補
助�

　
市
内
商
店
や
商
店
会
が
実
施
し
て
い
る
、

さ
く
ら
シ
ー
ル
を
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
化
す

る
た
め
の
事
業
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。�

�【
５ 

は
ぐ
く
み
】�

　
明
日
の
八
潮
を
担
う
人
づ
く
り
環
境�

　
の
形
成�

●
語
学
指
導
助
手
派
遣
委
託�

　
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
英
語
科
の
語

学
指
導
助
手
を
、
新
た
に
民
間
派
遣
業
者

か
ら
の
委
託
に
よ
り
、
実
施
し
ま
す
。�

●
小
・
中
学
校
校
舎
等
耐
震
診
断
委
託�

　
八
幡
小
学
校
お
よ
び
八
條
中
学
校
の
校

舎
等
に
つ
い
て
第
二
次
耐
震
化
診
断
を
実

施
し
ま
す
。�

●
八
條
中
学
校
改
修
事
業�

　
小
中
一
貫
教
育
の
モ
デ
ル
校
開
設
の
た

め
、
必
要
な
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。�

�【
６ 

す
い
し
ん
】�

　
市
民
に
開
か
れ
た
計
画
的
な
行
政
推
進�

　
体
制
の
形
成�

●
市
町
村
電
子
申
請
共
同
シ
ス
テ
ム
導
入�

　
住
民
票
の
写
し
請
求
や
納
税
証
明
交
付

申
請
な
ど
の
申
請
・
届
出
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
２４
時
間
い
つ
で
も
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。�

●
コ
ン
ビ
ニ
納
税�

　
市
・
県
民
税
な
ど
の
市
税
に
つ
い
て
、

コ
ン
ビ
ニ
１１
社
１６
チ
ェ
ー
ン
店
、
全
国
約

４
万
店
舗
、
市
内
で
は
２５
店
舗
で
納
付
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

●
戸
籍
の
電
算
化�

　
戸
籍
事
務
を
電
算
化
し
、
戸
籍
の
届
け

出
処
理
日
数
や
証
明
発
行
時
間
の
短
縮
を

行
い
ま
す
。�

◆
ア
ス
ベ
ス
ト
っ
て
な
に
？�

　
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
髪
の
毛
の
約
５
千
分

の
１
と
極
め
て
細
い
天
然
の
鉱
物
繊
維
で

す
。
安
く
て
、
耐
熱
性
や
絶
縁
性
な
ど
が

あ
る
の
で
様
々
な
分
野
で
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
特
に
、
屋
根
や
天
井
な
ど
の
建

材
、
耐
火
材
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、

砕
い
た
り
し
な
け
れ
ば
飛
散
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。�

　
ま
た
、
建
物
を
解
体
す
る
と
き
に
は
飛

散
し
な
い
よ
う
、
法
令
で
作
業
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

◆
家
庭
用
品
へ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用

状
況
は
？�

　
経
済
産
業
省
で
は
、ア
ス
ベ
ス
ト
を
使

用
し
て
い
る
家
庭
用
品
の
実
態
把
握
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
平

成
１７
年
８
月
末
の
時
点
で
、
電
動
自
動
車
、

電
気
温
水
器
、
電
気
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
ア

ス
ベ
ス
ト
を
含
む
製
品
が
製
造
さ
れ
て
い

ま
し
た
。�

　
ま
た
、
過
去
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の

は
、
電
気
温
水
器
の
配
管
接
続
部
、
エ
ア

コ
ン
や
冷
蔵
庫
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
内
の

パ
ッ
キ
ン
、
ト
ー
ス
タ
ー
の
ヒ
ー
タ
ー
保

持
材
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
中
で
通
常
使

用
し
て
い
る
時
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
放
出
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
も
の

は
、
６
社
６
製
品
（
電
気
火
鉢
用
付
属
石

綿
灰
）
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
１
９

６
０
年
代
に
製
造
を
終
了
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。�

�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
現
在
使
用
中
の
家
庭
用
品
へ
の
ア
ス

ベ
ス
ト
の
使
用
の
有
無
を
確
認
し
た
い
方

は
、直
接
メ
ー
カ
ー
ま
た
は
消
費
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー（
�
０４８
・
２６１
・
０
９
８
２
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
メ
ー
カ

ー
ま
た
は
経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

�

ア
ス
ベ
ス
ト
の
不
安
に
乗
じ
た
悪
質

商
法
に
ご
注
意
！�

　
ア
ス
ベ
ス
ト
が
社
会
問
題
と
な
り
、
自

宅
の
建
材
や
健
康
な
ど
に
対
す
る
不
安
に

つ
け
込
む
悪
質
商
法
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
ア
ス
ベ
ス
ト
が
放
出
さ
れ
て
い
な
い
か

点
検
し
ま
す
」
な
ど
と
訪
問
し
、
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
を
勧
め
る
業
者
な
ど
に
は
、
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

　
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
っ
た
か
も
…
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
相
談
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

■問
商
工
振
興
課
�
○内
３
３
６
、
県
消
費
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
�
０４８
・
７３４
・

０
９
９
９�

　
今
年
度
の
図
書
館
事
業
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
図
書
館
で
は
、
図
書
の

貸
し
出
し
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
も
一
度
、
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
？�

◆
お
は
な
し
会�

　
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

手
あ
そ
び
等
を
し
て
、
図
書
に
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
い
、
読
書
の
喜
び
を
伝

え
ま
す
。�

 

八
幡
図
書
館�

�（
幼
児
向
け
）
毎
週
火
曜
日
　
午
前
１１

時
〜
１１
時
３０
分�

�（
小
学
生
向
け
）
毎
週
火
曜
日
　
午
後

３
時
３０
分
〜
４
時�

 

八
條
図
書
館�

�（
幼
児
向
け
）
毎
週
木
曜
日
　
午
前
１１

時
〜
１１
時
３０
分�

�（
小
学
生
向
け
）
毎
週
金
曜
日
　
午
後

３
時
３０
分
〜
４
時�

◆
お
り
が
み
教
室
（
八
條
図
書
館
）�

　
み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
な
お
り
が
み
を

折
り
、
図
書
へ
の
感
心
を
高
め
ま
す
。�

　
毎
月
第
３
土
曜
日
　
午
前
１１
時
〜
１１

時
３０
分�

◆
上
映
会�

　
図
書
館
の
一
般
向
け
、
児
童
向
け
ビ

デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
ま
す
。
入
場

は
無
料
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。�

・
八
幡
図
書
館
＝
夏
休
み
・
冬
休
み
期

間
中
（
日
程
未
定
）�

・
八
條
図
書
館
＝
土
・
日
・
祝
日
　
午

前
１１
時
〜
、
午
後
２
時
〜
（
夏
休
み
・

冬
休
み
・
春
休
み
は
毎
日
上
映
）�

※
都
合
に
よ
り
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。�

■
休
館
日
の
お
知
ら
せ�

八
幡
・
八
條
図
書
館
　
５
月
１
日
��

平成18年度予算における 重点事業（新新規事業・ 拡充事業）�平成18年度予算における 重点事業（新新規事業・拡拡充事業）�
か�い�て�き�新時代を支える都市の形成�1

拡�
新�
拡�
拡�
拡�

コミュニティバス実証運行委託……………………… 20,038千円�
バス利用動向調査…………………………………… 1,260千円�
景観計画策定………………………………………… 3,935千円�
南部地区土地区画整理事業負担金……………… 702,200千円�
土地区画整理事業公共施設管理者負担金……… 350,000千円�

は�ぐ�く�み�明日の八潮を担う人づくり環境の形成�5
新�
新�
新�
新�

語学指導助手派遣委託…………………………… 13,200千円�
小・中学校校舎等耐震診断委託…………………… 18,034千円�
八條中学校改修事業……………………………… 98,120千円�
文化スポーツセンター駐車場用地取得……………… 50,531千円�

す�い�し�ん�市民に開かれた計画的な行政推進体制の形成�6
新�
新�
新�
新�

市町村電子申請共同システム導入…………………… 4,109千円�
埼玉県電子入札共同システム導入…………………… 3,293千円�
コンビニ納税………………………………………… 12,174千円�
戸籍の電算化………………………………………… 86,469千円�

ふ�れ�あ�い�明るく生きがいにみちた社会の形成�3
新�
新�
新�
拡�
拡�
拡�
新�

コミュニティ施設特別整備事業補助………………… 20,000千円�
障害者就労支援センターの設置……………………… 1,007千円�
障害福祉計画の策定………………………………… 2,192千円�
在宅介護支援センターの増設……………………… 22,384千円�
児童手当の支給…………………………………… 566,711千円�
保育事業の委託……………………………………… 56,476千円�
健康増進計画の策定………………………………… 1,010千円�

や�す�ら�ぎ�心やすらぐ安全な生活環境の形成�2
新�
拡�
新�
拡�
新�
新�

駅前行政施設ネットワーク整備……………………… 6,168千円�
地域防災計画（地震編）修正委託…………………… 7,500千円�
八都県市合同防災訓練……………………………… 4,500千円�
ペットボトル全集積所分別収集委託………………… 15,892千円�
粗大ごみ日曜日収集・選別業務………………………… 785千円�
消防庁舎用地取得、設計委託……………………… 87,700千円�

ち�か�ら�活気あふれる産業の形成�4
拡�
新�
新�
拡�

農業近代化施設導入事業補助……………………… 1,200千円�
地産地消推進協議会補助……………………………… 300千円�
さくらカード支援事業補助……………………………… 2,000千円�
商店街装飾型街路灯電気料補助……………………… 753千円�

　市では、歩行者等が安全・快適に通行できるよう「歩道段
差解消事業」を進めています。�
　この事業は、「青葉通り」の一部や「市役所通り」「いちょう通り」
などで実施しているもので、現道の交差点部において歩道と車
道の段差を少なくし、通行しや
すいように改善するものです。�
　これまでの実施状況は、下
表のとおりで、対象個所数１４
７カ所のうち、平成１８年３月
末現在、１１８カ所が整備済み
となっています。�
　平成１７年度は、約８百万円
の費用をかけ、「いちょう通り」
の８カ所（１つの交差点で４
カ所）を整備しました。�
　これからも、安全で快適な歩道整備に向けて本事業を推進
していきますので、ご協力をお願いします。�

問道路治水課 �内３７１�

�歩道段差解消工事進捗状況� （平成１８年３月末現在）�

対　象　路　線�

青葉通り　　（市道０１８０号線）� ７０� ５６�
３９�
２３�
０�

１１８�
（整備率約８０％）�

４４�
３２�
１�

１４７�

市役所通り　（市道２０３１号線）�
いちょう通り（市道０７２０号線）�
八潮団地通り（市道０１１０号線）�

合　　　　計�

対象個所数� 整備済個所数�

Q
　
３
月
１０
日
発
行
の
広
報
や
し
お
の

　
　
表
紙
に
災
害
図
上
訓
練
の
様
子
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
訓

練
方
法
な
の
で
す
か
、
ま
た
、
誰
に
で
も

で
き
る
の
で
す
か
？�

A
　
こ
れ
ま
で
小
・
中
学
校
を
会
場
に

　
　
行
っ
て
き
ま
し
た
実
働
型
の
総
合
防

災
訓
練
が
一
巡
し
た
こ
と
か
ら
、
災
害
図

上
訓
練
を
、
平
成
１７
年
度
を
含
め
た
３
年

間
で
３
地
区
（
市
内
を
３
地
区
に
分
割
）

に
わ
た
り
、
実
施
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

図
上
訓
練
は
、
実
際
の
災
害
の
時
に
ど
の

よ
う
な
状
況
が
起
き
、
ど
う
行
動
し
た
ら

よ
い
か
を
地
域
ご
と
に
確
認
し
、
防
災
に

対
す
る
避
難
誘
導
等
の
確
実
性
を
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

　
次
に
、
災
害
図
上
訓
練
「
Ｄ
Ｉ
Ｇ
」
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
と
、
災
害
図
上
訓
練

Ｄ
Ｉ
Ｇ
と
は
、
参
加
者
が
地
図
を
囲
み
な

が
ら
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
災
害
時
の
対
応
策

を
考
え
る
訓
練
の
こ
と
で
、Disaster

（
災

害
）Im

agination

（
想
像
）Gam

e

（
ゲ

ー
ム
）
の
頭
文
字
を
取
っ
て
名
づ
け
ら
れ

た
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
防
災
訓
練
の
こ

と
で
す
。�

　
地
域
の
大
き
な
地
図
に
透
明
な
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ
て
（
何
回
で
も
原
本

使
用
可
能
）、
油
性
ペ
ン
、
付
せ
ん
紙
な

ど
を
使
い
、
書
き
込
み
な
が
ら
、
参
加
者

全
員
（
１
テ
ー
ブ
ル
に
１０
人
程
度
）
で
議

論
す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。�

　
こ
の
訓
練
を
と
お
し
て
、「
災
害
を
知

る
」「
ま
ち
を
知
る
」
こ
と
で
、
地
域
の

防
災
力
、
災
害
へ
の
強
さ
、
弱
さ
を
認
識

し
、
防
災
に
対
し
て
今
後
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
け
ば
よ
い
か
を
理
解
す
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。�

　
Ｄ
Ｉ
Ｇ
の
効
果�

　
直
接
的
効
果�

・
地
域
の
防
災
上
の
長
所
・
短
所
（
強
さ
・

弱
さ
）
が
理
解
で
き
る
。�

・
災
害
救
援
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
で
き
る
。�

　
間
接
的
効
果�

・
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
図
れ
る
。�

・
防
災
意
識
が
は
ぐ
く
ま
れ
る
。�

　
こ
の
訓
練
は
、
災
害
の
み
な
ら
ず
、
地

域
の
防
犯
対
策
や
通
学
路
な
ど
の
安
全
対

策
へ
の
配
慮
な
ど
に
も
効
果
的
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

■問
交
通
防
災
課
�
○内
３
０
５�

「
防
犯
対
策
は�

私
た
ち
に
も
で
き
る
よ
！
」�

…
八
潮
市
子
ど
も
防
犯
委
員
会
の�

取
り
組
み
…�

�

　
教
育
委
員
会
で
は
平
成
１８
年
１
月
に
、

市
内
全
小
中
学
校
と
公
立
高
等
学
校
の
代

表
児
童
生
徒
１７
人
か
ら
な
る
「
八
潮
市
子

ど
も
防
犯
委
員
会
」
を
創
設
し
、
子
ど
も

た
ち
自
身
に
よ
る
防
犯
・
安
全
対
策
の
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。�

�

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る�

　
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
自
ら
が

防
犯
対
策
に
取
り
組
も
う
と
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
そ
の
具
体
策
を
検
討
・
実

践
す
る
た
め
「
八
潮
市
子
ど
も
防
犯
委
員

会
」
を
創
設
し
ま
し
た
。�

　
平
成
１８
年
１
月
か
ら
３
回
の
会
議
が
開

か
れ
、
高
校
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、「
八
潮
市
防
災
放
送
」
と
「
校
内
放

送（
下
表
）」
の
実
施
に
つ
い
て
、
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
１８
年
度

は
、「
子
ど
も
防
犯
５
か
条
」
に
つ
い
て

検
討
し
、
ポ
ス
タ
ー
に
書
き
込
ん
で
掲
示

す
る
予
定
で
す
。�

〔
校
内
放
送
〕�

　「
八
潮
市
子
ど
も
防
犯
委
員
会
」
よ
り

お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

・
最
近
、
不
審
者
が
多
く
出
て
い
ま
す
。�

・
帰
る
時
は
、
多
く
の
友
だ
ち
と
ま
と
ま

っ
て
帰
り
ま
し
ょ
う
。�

・
外
に
出
た
時
は
、
„
夕
焼
け
チ
ャ
イ
ム
“

の
前
に
は
家
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。�

・
不
審
者
に
誘
わ
れ
た
ら
、
防
犯
ブ
ザ
ー

を
鳴
ら
し
た
り
、
近
く
の
家
や
„
こ
ど

も
ひ
な
ん
じ
ょ
“
に
か
け
こ
ん
だ
り
し

ま
し
ょ
う
。�

　
以
上
、「
八
潮
市
子
ど
も
防
犯
委
員
会
」

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
し
た
。�

　
そ
の
他
の
校
内
放
送
で
は
、
給
食
時
な

ど
に
も
、
各
校
で
防
犯
の
呼
び
か
け
を
実

施
し
て
い
ま
す
。�

■問
指
導
課
�
○内
３
５
８�

平
成
１８
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
予
算
は�

問 

財
政
課
　
�
内 

3
0
6
・
4
7
7

　
億
　
万
円�

前
年
度
比�

１２
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
増�

（�

）�

231

2,000

231

2,000

231

2,000


